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大規模小売店舗立地法に基づく添付書類について 
１ 法人にあっては法人の登記事項証明書、個人にあってはその住民票の写し 
 別添のとおり 
 ・すべての建物設置者について添付してください。 

    ・届出日の前３月以内に発行されたものとします。 
・正本１部以外はコピーの添付で結構です。 

 
２ 主として販売する物品の種類 

小 売 業 者 名 主として販売する物品の種類 
㈱ ○ ○ ○ 食   料   品 
△ △ △ ㈱ 衣   料   品 
○ ○ ○ ○ 日 用 雑 貨 
㈲ □ □ □ 家 電 製 品 

 ・各小売業者ごとに、「食料品」、「衣料品」等代表的な取扱品の種類を記載してください。 
 
３ 建物の位置及びその建物内の小売業を行うための店舗の用に供される部分の配置を示す図面 
(1) 建物配置図   別添のとおり 

 (2) 各階平面図   別添のとおり 
 
・建物の位置は「建物配置図」上に、店舗部分は「各階平面図」上にそれぞれ記載してくだ
さい。また、駐車場、駐車場の出入口、駐輪場、荷さばき施設、廃棄物等の保管施設、遮
音壁、冷却塔、室外機、送風機等の位置についても、建物配置図、各階平面図又は立面図
に記載し、施設の高さ及び地上高も併記してください。 
・「各階平面図」の縮尺は1/200、1/300、1/400、1/500のいずれかにしてください。 
・店舗部分については、小売業者ごとに範囲を示してください。 
・各階の平面図には、店舗面積部分以外にも主な併設施設（オフィス、映画館、飲食店等）
を記載し、範囲を示してください。 
・「各階面積内訳表」を下記の例に従って作成し、添付してください。 
 ＜ 各階面積内訳表 ＞                      （単位：㎡） 

階    層 地下１階 １階 ２階 ○階 合計 
店 舗 面 積      
荷 さ ば き 施 設      
廃棄物等の保管施設      
駐車場・駐輪場      

施
設
部
分 そ  の  他      

オ フ ィ ス      
マンション      

利用者が

ある程度

特定され

る 
○ ○ ○ ○ 

     

飲 食 店      
銀行ＡＴＭ      
クリーニング      

併
設
施
設
部
分 

利用者が

概ね一致

する 
○ ○ ○ ○      

合    計      
 
・「店舗面積」欄は、小売業を行うための店舗部分の面積を記載してください。 
・「施設部分」欄は、荷さばき施設、廃棄物等の保管施設などの施設部分及び小売業以外の
事業用部分の面積の内訳を記載してください。 
・「利用者がある程度特定される併設施設」欄は、オフィス、マンションなど利用者がある
程度特定される施設の用に供される部分の面積を、また、「利用者が概ね一致する併設施
設」欄は、レストラン、ゲームセンター、クリーニングなど当該施設を利用する者が小売
店舗を利用する者と概ね一致すると想定される施設の用に供される部分の面積を記載し
てください。 

・屋外の売場、屋外の荷さばき施設等を面積に含めた場合は、その旨を欄外に記載してくだ
さい。 
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４ 必要な駐車場の収容台数を算出するための来客の自動車の台数等の予測の結果及びその算出 
根拠 
○ 年間の平均的な休祭日のピーク１時間に予想される来客者等の必要駐車台数の算出 

 【 指針による必要駐車台数計算式 】 

   各事項算出のための計算式等 

地 区 の 区 分 商業地区・その他地区 （理由：         ） 

Ｓ：店 舗 面 積 千㎡ ※小数第３位まで記載 

Ａ：店舗面積当たり日来店客数原単位 人／千㎡ ※前年度末日現在の人口による 

Ｂ：ピ ー ク 率 １４．４％ （ピーク：○○時～○○時） 

Ｌ：駅 か ら の 距 離 ｍ （駅名：○○線□□□駅） 

Ｃ：自 動 車 分 担 率 ％ 人口○○人以上 

Ｄ：平 均 乗 車 人 員 人／台  

Ｆ：小売店舗へのピーク１時間当

たりの自動車来台数 

 
Ａ×Ｓ×Ｂ×Ｃ÷Ｄ 

Ｅ：平 均 駐 車 時 間 係 数   

店 
 

舗 
 

部 
 

分 

Ｇ：必 要 駐 車 台 数 計 台 Ｆ×Ｅ 

※「Ｇ：必要駐車台数計」は小数点第１位を四捨五入して処理してください。 

従 業 員 通 勤 用 台  

業 務 用 車 両 用 台  

搬 出 入 車 両 用 台  

利用者がある程度特定される併

設施設用 

（施設面積計α     ㎡） 台 

（根拠：         ） 

利用者が小売店舗の利用者と概ね

一致する併設施設用 

（施設面積計β     ㎡） 台 

※下欄の「判別値」＜β とな

った場合に記載してください 

（指針による比率：    ） 

判   別   値 ㎡ Ｓ×１０００×０．２ 

そ   の   他 台  

併 

設 

施 

設 

等 

部 

分 

Ｈ：併設施設等必要駐車台数 計 台  

 
・「Ａ：店舗面積当たり日来店客数原単位」、「Ｃ：自動車分担率」、「Ｄ：平均乗車人員」、「Ｅ：平

均駐車時間係数」については、「指針」を参照してください。 
・「Ｂ：ピーク率」の「ピーク」欄には、年間の平均的な休祭日における小売店舗の来客者がピー

クとなると想定される時間帯（１時間）を記載してください。 
・「Ｌ：駅からの距離」欄は、最も来客者の利用が見込まれる駅の最寄りの改札口から、店舗の敷

地を結んだ地図上の直線距離を記載してください。また、その根拠を示す資料（図面等）を添付し

てください。 
・「併設施設等部分」欄は、届出書に記載した駐車場が小売店舗の来客者の車両と併設施設等の利

用者の車両とで共用されている場合であって、これらの車両が駐車可能な部分が明確に区切られて

いない場合に記載してください。 
・「利用者がある程度特定される併設施設」の必要駐車台数については、施設の用途や事業の種類

等を考慮に根拠を示し、必要駐車台数を算出してください。  
・「利用者が小売店舗の利用者と概ね一致する併設施設」の面積の合計が当該小売店舗の面積の２

割を超えない範囲である場合は、当該併設施設のための駐車場を別途考慮する必要はありません。

また、２割を超える場合は、「Ｇ：必要駐車台数計」に、指針による比率式で算出された比率を乗

じて得た台数からＧを差し引いた台数を最低限の目安として計上してください。 
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・併設施設の割合が小売店舗より過大な場合や併設施設のみへの来客の割合が大きい施設がある場

合は、併設施設の面積にかかわらず、当該来客用の必要駐車台数を算出してください。 
 

  
 
【 特別な事情により指針以外の方法で算出する場合 】 
特別な事情の説明： 
 
 
 
 
算 出 根 拠： 
 
 
 
必要駐車台数合計：         台  
・指針による計算式以外の方法で算出する場合のみ記載してください。 

 
 
○ 公共駐車場・借上げ駐車場等の利用の状況 

位   置 店舗からの

距離 （ｍ） 
総収容台数 

（台） 
使用可能台数 

（台） 
使用可能台数の 
算 出 根 拠 

別添「周辺見取図」

のとおり 
    

 
・小売店舗の来客者用の駐車場として、公共駐車場や借上げ駐車場などを利用する場合に記載し

てください。 
・当該駐車場の位置を添付図面「周辺見取図」上に記載してください。 
・「店舗からの距離」欄は、当該駐車場の歩行者の出入口から店舗の敷地を結んだ直線距離を記

載してください。また、その根拠を示す図面等の資料を添付してください。 
・使用可能台数については、原則として、公共駐車場の場合は、店舗の来客者の車両用として確

実に使用可能と見込まれる台数を、また、借上げ駐車場の場合は、店舗の来客者の車両用として

契約している台数を記載してください。 
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５ 駐車場の自動車の出入口の形式又は来客の自動車の方向別台数の予測の結果等駐車場の自動車 
  の出入口の数及び位置を設定するために必要な事項 
 (1) 年間の平均的な休祭日のピーク１時間に予想される来客者等の自動車の方向別台数の算出 

項     目 予測来台数（台） 予測来台数の算出根拠 
小 売 店 舗 の 来 客 者   
従  業  員  通  勤  車  両   
業  務  用  車  両   
搬  出  入  車  両   
利用者がある程度特定される

併設施設 
  

併 
設 
施 
設 
等 
の 
利 
用 
者 

利用者が小売店舗の利用者と

概ね一致する併設施設 
  

予 測 来 台 数 合 計  ― 
（別添建物配置図上No.1）   
（別添建物配置図上No.2）   
（別添建物配置図上No.3）   
（別添建物配置図上No.4）   

駐
車
場
出
入
口 予 測 来 台 数  計   

 
 
・年間の平均的な休祭日における小売店舗の来客者がピークとなる１時間について予想される 

   自動車来台数を算出してください。（指針による必要駐車台数の計算式で算出可能です。） 
  ・「併設施設等の利用者」欄は、届出書に記載した駐車場入口が小売店舗の来客者の車両と付設

施設等の利用者の車両とで共用されている場合に記載してください。 
  ・「利用者がある程度特定される併設施設」として複数の施設がある場合は、用途や事業の種類

ごとに根拠を示し、予測自動車来台数を算出してください。また、「利用者が小売店舗の利用

者と概ね一致する併設施設」について記載する必要がある場合は、同様に記載してください。 
  ・「駐車場出入口」の「予測来台数計」欄は、「予測来台数合計」に記載された自動車の届出に係

る駐車場の各出入口における分担台数を記載し、「予測来台数の算出根拠」の欄にその分担比

率の考え方と算出根拠を記載してください。 
  ・添付図面の「周辺見取図」上に、駐車場の出入口別の予測来台数に従って、来客者の自動車の

台数を、主要幹線道路から駐車場の入口に至る道路や交差点ごとに記載してください。また、

付設施設等の利用者の自動車についても予測をした場合、その台数も併記してください。 
  ・交通量調査を実施する場合は、別紙「交通量調査及び交通量予測の記入例」を参考に記載して

ください。 
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 (2) 駐車場の自動車の出入口の形式 
・駐車場形式が自走式で発券ブースがない場合は、記載不要です。 
①年間の平均的な休祭日のピーク１時間における駐車場の入庫処理能力 

駐車場出入口 予測来台数 
(台) 

入庫処理能力 
(台) 入庫処理能力算出のための計算式等 

配置図上No.1    
配置図上No.2    
配置図上No.3    
配置図上No.4    
合 計.  － － 

 
・「駐車場出入口」の「予測来台数」欄は､(1)の数字を転記してください。 

・｢入庫処理能力算出のための計算式等｣欄は次の計算式を記入してください。 

［ 入庫処理能力 ］ 

  ｛60分／(メーカーから提供される１台あたりの処理時間(分)＋乗客の乗降時間(分))｝  

    （×発券ブース等の台数：１つの出入口で複数台設置されている場合） 

・｢メーカーから提供される１台当たりの処理時間｣を示す仕様書､パンフレットなどがあれば添

付してください。 

 
②敷地内駐車待ちスペース 

必 要 な 駐 車 待 ち ス ペ ー ス 
駐車場出入口 駐 車 待 ち 

スペ－ス(m) 長さ (m) 算 出 根 拠 
配置図上No.1    
配置図上No.2    
配置図上No.3    
配置図上No.4    

 
・｢算出根拠｣欄は､次の計算式を記入してください。 

 ［ 必要な駐車待ちスペース ］ 

（当該入口の１分当たりの来台数(台)×1.6－当該入口の１分当たりの入庫処理可能台数(台)）

×６（ｍ：平均車頭間隔) 
 
６ 来客の自動車を駐車場に案内する経路及び方法 

項    目 具 合 的 な 内 容 
自動車の案内誘導経路 
（店舗敷地内を含む） 

別添｢周辺見取図№○○｣及び「建物配置図№○○」

のとおり 

案内看板等の設置 設置場所：別添｢周辺見取図№○○｣のとおり 
内 容 等： 

交通整理員の配置 
設置場所：別添｢周辺見取図№○○｣又は「建物配

置図№○○」のとおり 
人数､配置日時等： 

チラシ等の配布 配布方法： 
内 容 等： 

そ  の  他  
     

・看板等の設置場所､交通整理員の配置場所等については､別添図面｢周辺見取図｣又は「建物配

置図」上にその予定場所を記載してください。 
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７ 荷さばき施設において商品の搬出入を行うための自動車の台数及び荷さばきを行う時間帯 
搬出入車両 同時作業 

 

№ 時 間 帯 主な車種 
・大きさ 台数 

荷さばき

処理能力 

  （台） 

60/A×B 

平均的な荷

さばき処理

時間（分／台） 

    A 

可能台数 
 （台） 
   B 

平均的な荷さば

き処理時間と同

時作業可能台数

の算出根拠 

荷さば

き車の

騒 音 

レベル 

○○時台 ○ｔ車       
○○時台        

        
１ 

○○時台        
○○時台        
○○時台        

        
２ 

○○時台        
   

・「時間帯」欄は届出に係る荷さばき施設ごとに､荷さばきを行うことができる時間帯を 1時間ご

とに区分してください。 

・「主な車種」欄は当該時間帯において、主に荷さばきを行う車両の車種を「○ｔ車」というよう

に記載してください。 

・「平均的な荷さばき処理時間」欄は当該時間帯において扱われる積み荷の種類や作業の効率から

予測される平均的な処理時間を記載してください。また､その予測の根拠を「平均的な荷さばき

処理時間と同時作業可能台数の算出根拠」欄に記載してください。 

・「同時作業可能台数」欄は当該時間帯における「主な車種」に記載された車両が同時に作業する

ことが最大限可能な台数を記載してください。また､その予測の根拠を「平均的な荷さばき処理

時間と同時作業可能台数の算出根拠」欄に記載してください。 

・荷さばき車の騒音レベルの欄には、フォークリフト等の騒音レベル値を記載してください。た

だし、荷さばき車がバッテリー駆動等のため騒音がほとんど発生しない場合は記載不要です。 

 
８ 遮音壁を設置する場合にあっては､その位置及び高さを示す図面 

遮音壁の位置 遮音壁の高さ

（ｍ） 
遮音壁の幅 
（ｍ） 

遮音壁の厚さ

（ｍ） 材質・構造 

建物配置図 №１     
  〃   №２     

   

・添付図面「建物配置図」上に遮音壁の位置を図示し､その高さ及び幅を記入してください。 
 
９ 冷却塔、冷暖房施設の室外機又は送風機を設置する場合にあっては､それらの稼動時間帯及び位 
置を示す図面 

項  目 稼動時間帯 位 置 
№１ ○○時○○分～○○時○○分 別添「建物配置図」のとおり 

冷却塔 
№２ ○○時○○分～○○時○○分 〃 
№１ ○○時○○分～○○時○○分 〃 

室外機 
№２ ○○時○○分～○○時○○分 〃 
№１ ○○時○○分～○○時○○分 〃 

送風機 
№２ ○○時○○分～○○時○○分 〃 
№１ ○○時○○分～○○時○○分 〃 

その他 
№２ ○○時○○分～○○時○○分 〃 

 
・添付図面「建物配置図」又は「立面図」上にこれらの機器の大きさ、位置、地上高を図示又は併

記してください。 
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10 平均的な状況を呈する日における等価騒音レベルの予測の結果及びその算出根拠 
（１） 等価騒音レベルの予測の結果 
 ［ 昼 間 ］ 

基準距離におけ

る騒音レベル等 

予測地点までの距離 

（ｍ） 

各予測地点における

騒音レベル（ｄB） 
騒 音 発 生 源 

騒音ﾚﾍﾞﾙ 

 (dB)

根拠 

騒音継続時間 

（ 時～ 時） 

又は 

騒音発生回数 

Ａ

地点 

Ｂ

地点 

Ｃ

地点 

Ｄ

地点 

Ａ

地点 

Ｂ

地点 

Ｃ

地点 

Ｄ

地点 

冷  却  塔            

室  外  機            

給 排 気 口            

定
常
騒
音 

そ の 他            

自動車走行            

荷さばきｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ            

荷さばき後進ﾌﾞｻﾞｰ            

廃棄物収集作業            

Ｂ Ｇ Ｍ 等            

変 

動 

騒 

音 

そ の 他            

荷 さ ば き 

荷おろし音 
           

荷さばき台車 

走 行 音 
           

衝

撃

騒

音 そ の 他            

 ※各騒音発生源及び遮音構造物の位置は、別添「建物配置図」に記載のとおり 

 位 置 高 さ 用途地域 地域の類型 予 測 値 基 準 値 

Ａ地点 ｍ   ｄB ｄB 

Ｂ地点 ｍ   ｄB ｄB 

Ｃ地点 ｍ   ｄB ｄB 

昼間（午前６時 

～午後10時）の 

等価騒音レベル 
Ｄ地点 ｍ   ｄB ｄB 

 
［ 夜 間 ］ 

基準距離におけ

る騒音レベル等 

予測地点までの距離 

（ｍ） 

各予測地点における

騒音レベル（ｄB） 
騒 音 発 生 源 

騒音ﾚﾍﾞﾙ 

 (dB)

根拠 

騒音継続時間 

（ 時～ 時） 

又は 

騒音発生回数 

Ａ

地点 

Ｂ

地点 

Ｃ

地点 

Ｄ

地点 

Ａ

地点 

Ｂ

地点 

Ｃ

地点 

Ｄ

地点 

冷  却  塔            

室  外  機            

給 排 気 口            

定
常
騒
音 

そ の 他            

自動車走行            

荷さばきｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ            

荷さばき後進ﾌﾞｻﾞｰ            

廃棄物収集作業            

Ｂ Ｇ Ｍ 等            

変
動
騒
音 

そ の 他            

荷 さ ば き 

荷おろし音 
           

荷さばき台車 

走 行 音 
           

衝

撃

騒

音 そ の 他            
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※各騒音発生源及び遮音構造物の位置は、別添「建物配置図」に記載のとおり 

 位 置 高 さ 用途地域 地域の類型 予 測 値 基 準 値 

Ａ地点 ｍ   ｄB ｄB 

Ｂ地点 ｍ   ｄB ｄB 

Ｃ地点 ｍ   ｄB ｄB 

夜間（午後10時 

～午前６時）の 

等価騒音レベル 
Ｄ地点 ｍ   ｄB ｄB 

 
・騒音発生源となる各施設の配置及び寸法等を添付図面「建物配置図」に記載してください。 

・周囲４方向における騒音予測地点（Ａ地点、Ｂ地点、Ｃ地点、Ｄ地点）の位置と高さを添付図

面「建物配置図」上に表示するとともに、騒音発生源と予測地点の間の遮音構造物の位置及び

高さを記載してください。 

・遮音構造物による遮音等の効果が見込まれる場合は、効果の大きさ(dB)も併せて記載してくだ

さい。 

 （記載例） 

騒 音 発 生 源 
遮音等の効果が見

込まれる予測地点 
遮音等の効果(dB) 

定常騒音 室  外  機   

衝撃騒音 荷さばき荷おろし音   

・当該店舗で小売業を行う者の営業時間帯（開店時刻から閉店時刻）以外の時間帯であっても､

騒音の発生が見込まれる場合は、それらについても予測の対象としてください。 

・「用途地域」は各予測地点に適用される都市計画法上の用途地域を記載してください。 

・「地域の類型」ごとの基準値 

基  準  値 
地域の類型 

昼  間 夜  間 

ＡＡ ５０ｄB以下 ４０ｄB以下 

Ａ及びＢ ５５ｄB以下 ４５ｄB以下 

Ｃ ６０ｄB以下 ５０ｄB以下 

   ※「騒音に係る環境基準について」（平成10年９月30日環境庁告示第64号） 

（２）等価騒音レベルの予測の根拠 

   別添根拠資料のとおり 

・根拠資料には概ね次のような事項を記載してください。 

 ①対象店舗及び周辺の住宅等の配置状況 

 ②対象店舗周辺の用途地域の指定状況及び騒音関係法令等の指定状況 

 ③予測・評価の手順 

 ④騒音発生源のパワーレベル又は基準距離における騒音レベル､騒音の継続時間､予測地点まで

の距離など予測計算に必要なデータとその出典 

 ⑤予測計算の経過及びその結果など 

 

11 夜間（午後９時～午前６時）において大規模小売店舗の施設の運営に伴い騒音が発生すること

が見込まれる場合にあっては、その騒音の発生源ごとの騒音レベルの最大値の予測の結果及びそ

の算出根拠 
（１）騒音発生源ごとの騒音レベルの最大値の予測結果 

基準距離におけ

る騒音レベル等 

予測地点までの距離 

（ｍ） 

各予測地点における

騒音レベル（ｄB） 
騒 音 発 生 源 

騒音ﾚﾍﾞﾙ 

 (dB)

根拠 

騒音継続時間 

（ 時～ 時） 

又は 

騒音発生回数 

ａ

地点 

ｂ

地点 

ｃ

地点 

ｄ

地点 

ａ

地点 

ｂ

地点 

ｃ

地点 

ｄ

地点 

冷  却  塔            

室  外  機            

給 排 気 口            

定
常
騒
音 

そ の 他            
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自動車走行            

荷さばきｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ            

荷さばき後進ﾌﾞｻﾞｰ            

廃棄物収集作業            

Ｂ Ｇ Ｍ 等            

変
動
騒
音 

そ の 他            

荷 さ ば き 

荷おろし音 
           

荷さばき台車 

走 行 音 
           

衝

撃

騒

音 そ の 他            
 

 位 置 高 さ 用途地域 地域の類型 予 測 値 基 準 値 

ａ地点 ｍ   ｄB ｄB 

ｂ地点 ｍ   ｄB ｄB 

ｃ地点 ｍ   ｄB ｄB 

夜間（午後９時 

～午前６時）の 

騒音レベルの 

最大値 ｄ地点 ｍ   ｄB ｄB 
 
・午後９時から午前６時の時間帯において騒音の発生が見込まれる場合に記載してください。 

・当該店舗で小売業を行う者の営業時間帯（開店時刻～閉店時刻）が予測時間帯にかからな

い場合であっても､予測時間帯に騒音の発生が見込まれる場合は記載してください。 

・「騒音発生源」欄は発生が見込まれる騒音源ごとに記載してください。例えば冷却塔が複数

台あるような場合には､１台ごとに分類して記載してください。 

・予測地点の「位置」を添付図面「建物配置図」上に表示してください。 

・「用途地域」は各予測地点に適用される都市計画法上の用途地域を記載してください。 

・遮音構造物による遮音等の効果が見込まれる場合は、効果の大きさ（dB）も併せて記載し

てください。 

 （記載例） 

騒 音 発 生 源 
遮音等の効果が見

込まれる予測地点 
遮音等の効果(dB) 

定常騒音 室  外  機   

衝撃騒音 荷さばき荷おろし音   

・「騒音規制法」に基づく「特定工場等において発生する騒音の規制に関する夜間の基準値（県

告示） 

第１種区域 ４５ｄB 

第２種区域 ５０ｄB 

第３種区域 ５５ｄB 

第４種区域 ６５ｄB  
  
（２）騒音発生源ごとの騒音レベルの最大値の予測の根拠 
   別添根拠資料のとおり 
・根拠資料には概ね次のような事項を記載してください。 
 ①対象店舗及び周辺の住宅等の配置状況 
 ②対象店舗周辺の用途地域の指定状況及び騒音関係法令等の指定状況 
 ③予測・評価の手順 
 ④騒音発生源のパワーレベル又は基準距離における騒音レベル､予測地点までの距離など予

測計算に必要なデータ 
 ⑤予測計算の経過及びその結果など 
・等価騒音レベルの予測の根拠資料と別冊とする必要はなく､内容的に共通する部分は記載を

省略することも可能です。 
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12 必要な廃棄物等の保管施設の容量を算出するための廃棄物等の排出量等の予測の結果及びその

算出根拠 

 
○廃棄物等の必要保管容量等の予測

【指針により算出する場合】 
 

算   出   根   拠   等 
必要保管

容  量 

業 態 総合店、衣料品専門店、食料品専門店、住・生活関連品専門店 － 

廃棄物 

種 別 

S 

店 舗 面 積 

 

（小数第３位まで記載） 

 

店舗面積当た

りの廃棄物等

排出量原単位 

A 

1日あたりの廃棄

物等の排出予測量 

（指針原単位×S） 

B 

平均 

保管 

日数 

C 

見かけ比重 

（t／ｍ3） 

 

A×B÷C 

  （ｍ3） 

6,000㎡以下の部分 千㎡      (   ｔ)   

6,000㎡超の部分 千㎡      (   ｔ)   
紙製廃

棄物等 
   計   ｔ 

日 

  

6,000㎡以下の部分 千㎡      (   ｔ)  

6,000㎡超の部分   (   ｔ)  
金属製

廃棄物

等    計   ｔ 

日 

 

 

6,000㎡以下の部分 千㎡    (   ｔ)  

6,000㎡超の部分 千㎡  (   ｔ)  

ガラス

製廃棄

物等          計   ｔ 

日 

 

 

6,000㎡以下の部分 千㎡      (   ｔ)  

6,000㎡超の部分 千㎡  (   ｔ)  

プラス

ッチク

製廃棄

物 

         計   ｔ 

日 

 

 

6,000㎡以下の部分 千㎡      (   ｔ)  

6,000㎡超の部分 千㎡  (   ｔ)  
生ごみ

等 
         計   ｔ 

日 

 

 

6,000㎡以下の部分 千㎡      (   ｔ)  

6,000㎡超の部分 千㎡      (   ｔ)  

小 

 

売 

 

店 

 

舗 

その他

可燃性

廃棄物    計   ｔ 

日 

 

 

 D  ：  小 売 店 舗 必 要 保 管 容 量 計  

施  設 算  出  根  拠 
必要保管

容量（ｍ3） 

   

   

   

併

設

施

設 

E  ：  併 設 施 設 必 要 保 管 容 量 計  

必 要 保 管 容 量 合 計（D＋E）  

届 出 保 管 容 量 合 計  

〔「C 見かけ比重」について指針の数値によらず算出した場合〕 

計算に用いた見かけ比重とその根拠： 

 

 

 【特別な事情により指針以外の方法で算出する場合】 

特別な事情の説明： 

 

算出根拠： 
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必要保管容量合計：          ｍ3 

届出保管容量合計：          ｍ3 

・「小売店舗」の「業態」欄は次のとおり分類し、該当するものを丸で囲んでください。 

①衣料品専門店 

 衣料品関連の取り扱い品目が 70％（年間販売予定額ベース。「２ 主として販売する物品の種

類」を参照のこと。以下同じ。）を超えるなど主として衣料品を取扱う店舗 

②食料品専門店 

  食料品関連の取り扱い品目が70％を超えるなど主として食料品を取扱う店舗 

③住・生活関連品専門店 

上記衣料品､食料品以外の取り扱い品目が70％を超えるなど主として住・生活関連品を取扱う

店舗 

④総合店 

  衣料品､食料品､住・生活関連品に関する各種商品を取扱う店舗 

 

・「販売品目内訳表」を下記の例に従って作成し、添付してください。 

  ＜ 販売品目内訳表 ＞  

主な販売品目 小 売 業 者 名 年間販売予定額（千円） 割合（％） 

食   料   品 
㈱○ ○ ○ 

㈲□□□□□ 

  ○，○○○，○○○ 

○○○，○○○ 
○○ 

衣   料   品 
○ ○ ○ ㈱ 

△ △ △ △ 

  ○○○，○○○ 

○○○，○○○ 
○○ 

日 用 雑 貨 ㈱ ○ ○ ○○○，○○○ ○ 

家 電 製 品 ㈱○○○○○ ○，○○○，○○○ ○○ 

合   計  ○，○○○，○○○ １００ 

 

・「併設施設」の欄は､併設施設から排出される廃棄物等を小売店舗用の廃棄物等保管場所に保管す

る場合に記載してください。 

 

  [店舗面積当たりの廃棄物等排出量原単位] 

紙 製 廃 棄 物 等 

6,000㎡以下の 

部分の原単価 

０．２０８ 店

舗

面

積 

6,000㎡超の 

部分の原単価 

０．０１１ 

                    （単位：ｔ／千㎡） 

金属製廃棄物等 

6,000㎡以下の 

部分の原単価 

０．００７ 店

舗

面

積 

6,000㎡超の 

部分の原単価 

０．００３ 

                    （単位：ｔ／千㎡） 

ガラス製廃棄物等 

6,000㎡以下の 

部分の原単価 

０．００６ 店

舗

面

積 

6,000㎡超の 

部分の原単価 

０．００２ 

                    （単位：ｔ／千㎡） 
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  プラスチック製廃棄物等 

6,000㎡以下の 

部分の原単価 

０．０２０ 店

舗

面

積 

6,000㎡超の 

部分の原単価 

０．００３ 

                    （単位：ｔ／千㎡） 

生 ご み 等 

6,000㎡以下の 

部分の原単価 

０．１６９ 店

舗

面

積 

6,000㎡超の 

部分の原単価 

０．０２０ 

                    （単位：ｔ／千㎡） 

 

その他の可燃性廃棄物等 

０．０５４ 

                    （単位：ｔ／千㎡） 

 

  [参考値：廃棄物等の比重] 

    

 比 重 

紙製廃棄物等 0.10 

金属製廃棄物等 0.10－0.15 

ガラス製廃棄物等 0.10－0.30 

プラスチック製廃棄物等 0.01－0.04 

生ごみ等 0.55 

その他の可燃性廃棄物等 0.38 

                    （単位：t／ｍ3＝㎏／Ｌ） 

 

 


